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【はじめに】
　Web上でアンケート調査を行う、いわゆるインターネットアンケート調査は、マーケットリサーチ分野の主流になりつつあるだけでなく、社会調査のにおける応用も検討されている。これらの調査は、企業等が登録しているモニタや、特定のインータネットサイトにアクセスした人々など、調査を行う側からみて不特定多数が対象であり、多くの場合、身近な特定集団に対して実施できない。
　しかしながら、アンケートを自前で作成することができれば、この調査方法を特定集団に適用することは可能であるが、Webプログラミングに関するスキルが必要であり、大多数の人々にとっては敷居が高い。
　そこで我々は、インターネットアンケート調査の作成から集計までを簡単に行えるシステムを開発した。本報告では本システムの概要を説明し、その用途等について考察する。なお、次の発表（C-2：星ら）では、本システムを用いた具体的な調査結果を報告する。
【システムの概要】
　調査は、一般的なインターネット調査と同様で、Web上で質問を作成し、このURLが記されているメールを対象者に送付し、各対象者がWebにアクセスして回答する、という流れで行われる。質問は、単一回答・複数回答・マトリックス回答・自由（テキスト）回答など、ほぼ全てのパターンに対応できるように設計されている。単純集計機能も備えており、必要に応じて対象者に結果を公開できる。さらに詳細な集計を行う場合は、CSVファイルをダウンロードして利用する。
　本システムは科学院の外部サーバに置かれており、質問作成等の機能を利用するためには利用者登録が必要である。回答者が利用できるのは質問の回答画面のみで、指定された期間中のみ利用可能である。
【考察】
　インターネット調査は、代表性に劣る等の短所が指摘されているが、それを凌駕する多様な利便性を有している。本システムの最大の利点は、特定集団に対して極めて低いコストで簡便かつ迅速に適用が可能な点である。調査開始から1～数日後には集計結果を対象者に周知できるので、双方向コミュニケーションの手段として活用できる可能性も有している。また今後の運用方法次第では、全国的に幅広い層で活用されることも期待できる。
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